
2 0 2 3 年 ６ 月 ７ 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第 240 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 

【発電所に係る情報】 

・5月 11 日 6 号機大物搬入建屋杭の損傷に関する追加調査の結果について    〔P. 2〕 

・5 月 11 日 7 号機における原子炉系主要設備の健全性確認の進捗状況について 〔P. 6〕 

・5 月 17 日 （コメント）5月 17 日の原子力規制委員会における柏崎刈羽原子力 

発電所の追加検査報告について                 〔P. 7〕 

・5 月 22 日 6 号機に関する書類の紛失について                          〔P. 8〕 

・5 月 25 日 （運転保守状況）5号機海水熱交換器建屋（非管理区域）における 

海水の漏えいについて（区分:Ⅲ）                〔P. 9〕 

・5 月 25 日 柏崎刈羽原子力発電所に対する追加検査結果を踏まえた今後の対応状況 

について                           〔P.10〕 

・5 月 25 日 7 号機における原子炉系主要設備の健全性確認の進捗状況について 〔P.12〕 

・5 月 25 日 「柏崎刈羽原子力発電所 核物質防護事案に係る改善措置評価委員会」 

の設置および第 1回会合の開催について              〔P.13〕 

・5 月 31 日 3 号機における高経年化対策に関する原子炉施設保安規定の変更認可 

申請書の補正について                     〔P.15〕 

・6 月 1 日 「柏崎刈羽原子力発電所 核物質防護事案に係る改善措置評価委員会」 

第 1回会合の開催および会合での説明資料について        〔P.17〕 

 

【その他】 

・5月 16 日 規制料金値上げに係る補正認可申請等について          〔P.18〕 

・5 月 19 日 規制料金値上げの認可等について                〔P.19〕 

・6 月 6 日 田上町・柏崎市における「東京電力コミュニケーションブース」の 

開設について                                                   〔P.29〕 

・6 月 7 日 広報活動の取組み事項について                      〔P.30〕 

 

【福島第一原子力発電所に関する主な情報】 

・5月 25 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの進捗状況 

   〔別紙〕 

 

(第 239 回の報告漏れ) 

【発電所に係る情報】 

・5月 5日 地震発生後のプラント状況について（第 1報～第 6報（最終報））    〔P.32〕 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分:Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分:Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分:Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
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お知らせ  

（コメント）5月 17 日の原子力規制委員会における 

柏崎刈羽原子力発電所の追加検査報告について 

 

2023 年 5 月 17 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

本日、開催された原子力規制委員会において、柏崎刈羽原子力発電所に対する原子力規

制検査報告がなされ、追加検査の今後の対応方針が示されました。 

 

柏崎刈羽原子力発電所に対する追加検査の結果、27 項目の確認の視点のうち、23 項目に

ついて是正が図られているとご判断いただいた一方で、4 項目については検査気付き事項

が確認され、是正が図られているとは判断できない状況であるとのご指摘をいただきまし

た。 

 

当社は引き続き、改善措置計画※を進め、ご指摘いただいた 4項目についてしっかりと是

正を図ってまいります。 

 

※ 2021 年 9 月に公表した「ID カード不正使用および核物質防護設備の機能の一部喪失に

関わる改善措置計画」 

 

以 上 
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（お知らせ） 

 

柏崎刈羽原子力発電所 6 号機に関する書類の紛失について 

 

2023 年 5 月 22 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 5 月 20 日に、地域の方から、柏崎市内で当所 6 号機に関する書類を拾得し

た旨のお申し出を受けました。 

 その後、社内で確認を行ったところ、翌 21 日に、当社社員が紛失したもの

であることが判明しました。 

  

 当該社員への聞き取りから、5 月 19 日にテレワークのために自宅に書類 

（80 枚）を持ち帰り、退勤バス下車後に自宅で自家用車に乗り換えた際、自

家用車の屋根に書類を置いたまま車を走らせ書類を落下させたことが分かり

ました。 

 

現在確認が取れていない書類は 38 枚で、いずれも当所 6 号機の火災防護や

溢水防護に関する内容が記載されておりますが、原子炉安全上重要な情報や

核物質防護に関する情報は含まれておりません。 

 

本件について、当該社員および上司に対して厳重注意を行いました。 

今後、速やかに全所員に情報の持ち出しに関するルールを徹底するよう周

知を行い、情報の厳正的確管理に努めてまいります。 

 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 

 

 
 

「柏崎刈羽原子力発電所 核物質防護事案に係る改善措置評価委員会」の設置 

および第 1回会合の開催について 

 

2023年 5月 25日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、本年 6月 1日に「柏崎刈羽原子力発電所 核物質防護事案に係る改善措置評価

委員会」を新たに設置いたします。当社の「改善措置を一過性のものとしない取り組み」

に対する更なる自主的な対策として、同委員会は、外部の独立した立場や専門的知見から

客観的な評価を行います。当社はその評価結果や指導・助言等をもとに、更なる改善を  

進めてまいります。 

 

同委員会に評価いただく内容は、現時点で以下を予定しております。 

・核物質防護に係る経営層（社長、原子力・立地本部長、柏崎刈羽原子力発電所長）の 

リーダーシップ 

・当社および協力企業職員の核物質防護に対する意識や行動 等 

 

また、同日、第 1 回の会合を柏崎刈羽原子力発電所で開催いたしますので、あわせて  

お知らせいたします。 

 

当社は、引き続き原子力規制庁による追加検査に真摯かつ丁寧に対応するとともに、  

福島第一原子力発電所の事故から得られた教訓を踏まえ、発電所の更なる安全性、信頼性

の向上に努めてまいります。 

 

以 上 

 

別紙：「柏崎刈羽原子力発電所 核物質防護事案に係る改善措置評価委員会」の構成 
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＜別 紙＞  

 

「柏崎刈羽原子力発電所 核物質防護事案に係る改善措置評価委員会」の構成 

 

委 員  新野
あ ら の

 良子
よ し こ

  氏 

＜専門＞ 菓子製造・卸・小売業 

＜経歴＞ 「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」初代会長 

    

   委 員  伊丹
い た み

 俊彦
としひこ

  氏 

＜専門＞ ガバナンス、不祥事対応、コンプライアンス 

＜経歴＞ 弁護士、元大阪高等検察庁検事長、 

元「核物質防護に関する独立検証委員会」委員長 

 

委 員  伊藤
い と う

 聡子
さ と こ

  氏 

＜専門＞ 報道、地方創生、企業経営 

＜経歴＞ フリーキャスター、事業創造大学院大学客員教授 

 

委 員  大場
お お ば

 恭子
きょうこ

  氏 

＜専門＞ 安全文化、技術者倫理 

＜経歴＞ 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 技術副主幹、 

国立大学法人長岡技術科学大学技学研究院 准教授、 

元「核物質防護に関する独立検証委員会」委員 

    

委 員  開沼
かいぬま

 博
ひろし

  氏 

＜専門＞ 現代社会論、福島学、地域・メディア・科学技術の社会科学 

＜経歴＞ 東京大学大学院情報学環 准教授 

 

（五十音順） 

 

オブザーバー  水谷
みずたに

 良
りょう

亮
すけ

 発電所長補佐 

（元中部電力 浜岡原子力総合事務所長） 

 

以 上 
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柏崎刈羽原子力発電所 3号機における高経年化対策に関する 

原子炉施設保安規定の変更認可申請書の補正について 

 

2023年 5月 31日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当所 3号機は 2023年 8月 11日に営業運転から 30年が経過するため、「実用発電用原

子炉の設置、運転等に関する規則＊1」ならびに「実用発電用原子炉施設における高経年

化対策実施ガイド（原子力規制委員会制定）＊2」に基づき、高経年化技術評価＊3を行い

ました。 

 その評価結果に基づき長期施設管理方針＊4を策定し、2022年 8月 9日に原子力規制 

委員会に長期施設管理方針の策定に係る原子炉施設保安規定の変更認可申請書を提出 

しました。 

（2022年 8月 9日お知らせ済み） 

 

 その後、評価書の記載誤り等の訂正（計 150箇所）に加え、これまでの審査会合等に

おける議論を反映し、2023年 4月 10日に原子力規制委員会に補正書を提出しました。 

（2023年 4月 10日お知らせ済み） 

 

この度、2023年 4月 25日に開催された審査会合でご指摘いただいた内容を反映し、

本日、原子力規制委員会にあらためて補正書を提出しましたので、お知らせします。 

 

【主な補正内容】 

・記載の明確化、適正化 

 

以 上 
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2 

 

 

＊1実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則 

   発電用原子炉設置者は、運転を開始した日以後三十年を経過していない発電用原

子炉に係る発電用原子炉施設について、発電用原子炉の運転を開始した日以後三十

年を経過する日までに、原子力規制委員会が定める発電用原子炉施設の安全を確保

する上で重要な機器及び構造物等に経年劣化に関する技術的な評価（高経年化技術

評価）を行い、この評価の結果に基づき、十年間に実施すべき当該発電用原子炉施

設についての施設管理に関する方針（長期施設管理方針）を策定しなければならな

い。 

（実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則 82条第 1項） 

 

＊2実用発電用原子炉施設における高経年化対策実施ガイド 

   発電用原子炉設置者が高経年化対策として実施する高経年化技術評価および長期

施設管理方針に関することについて、基本的な要求事項を規定するもの。 

   ・高経年化技術評価の実施及び見直し 

   ・長期施設管理方針の策定及び変更 

   ・長期施設管理方針の保安規定への反映等 

   ・長期施設管理方針に基づく施設管理 

 

＊3高経年化技術評価 

   原子力発電所の安全上重要な機器・構造物に発生しているか、または発生する可

能性のあるすべての経年劣化事象の中から、高経年化対策上着目すべき経年劣化事

象を抽出し、これに対する機器・構造物の健全性について評価を行うとともに、現

状の施設管理が有効かどうかを確認し、必要に応じ、追加すべき保全策を抽出する

こと。 

 

＊4長期施設管理方針 

   高経年化技術評価結果に基づき抽出された、今後 10年間に行う施設管理項目およ

び実施時期をとりまとめたもの。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 原子力報道グループ 03-6373-1111（代表） 

（お知らせ） 

2023 年 6 月 1 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

「柏崎刈羽原子力発電所 核物質防護事案に係る改善措置評価委員会」第 1回会合の開催 

および会合での説明資料について 

 

本日、「柏崎刈羽原子力発電所 核物質防護事案に係る改善措置評価委員会」の第 1 回会

合を開催しましたので、お知らせいたします。委員の皆さまには、発電所の核物質防護に係

る当社の取り組み状況についてご視察いただきました。また、当社より資料に基づき、改善

措置の取組み状況や、核物質防護モニタリング室の活動等についてご説明させていただくと

ともに、委員の皆さまと意見交換をさせていただきました。 

 

当社は、「改善措置を一過性のものとしない取り組み」やセキュリティレベルを早期に高

める取り組みに努めるとともに、同委員会からいただく評価結果や指導・助言等をもとに、

更なる改善を進めてまいります。 

 

以 上 

 

議事次第 

資料 1：柏崎刈羽原子力発電所核物質防護事案の概要と改善措置の取組み状況について 

資料 2：核物質防護モニタリング室の活動について 

 

※ 今回の意見交換概要は、核物質防護に係る内容を除いた上で、後日改めてお知らせいた

します。 
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規制料金値上げに係る補正認可申請等について 
 

2023年 5月 16日 
東京電力ホールディングス株式会社 

東京電力エナジーパートナー株式会社 
 
東京電力エナジーパートナー（以下、東電 EP）は、本年 1月、お客さまへの安定的な電

力供給を継続するため、規制料金の値上げを経済産業大臣へ申請しました（2023年 1月 23
日お知らせ済み）。その後、燃料価格や卸電力市場価格が下落したことを踏まえ、原価の再
算定を行い、経済産業大臣へ提出しております（2023年 3月 30日お知らせ済み）。 

 
このたび、東電 EPの申請内容に関する経済産業省の料金制度専門会合での審議や、公聴

会等における国民の皆さまからのご意見の聴取等を経て、経済産業大臣から受領した申請
原価の修正指示に基づき、本日、東電 EPは、2023年 6月 1日を実施日とする平均 15.90％
の値上げについて、経済産業大臣へ補正認可申請をさせていただきました。 
また、低圧自由料金については、規制料金の補正認可申請を踏まえ、2023年 7月 1日か

ら見直し※をさせていただきます。 
 
東京電力グループは、引き続き徹底した経営効率化に取り組み、電力を安定的にお届け

するとともに、省エネ機器の導入サポート等、お客さまのご負担軽減に向けた取り組みを
推進してまいります。 

 

以 上 

 

※ 低圧自由料金の見直し時期・内容は、規制料金の認可をもって確定いたします。 

 

別紙 1：規制料金補正認可申請等の概要について（抜粋版） 

別紙 2：電気料金単価表 

参考 1：規制料金補正認可申請等の概要について（詳細版） 

参考 2：経営効率化への取り組みについて 
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規制料金値上げの認可等について 
 

2023年 5月 19日 
東京電力ホールディングス株式会社 

東京電力エナジーパートナー株式会社 
 
東京電力エナジーパートナー（以下、東電 EP）は、本年1月、お客さまへの安定的な電力供

給を継続するため、規制料金の値上げを経済産業大臣へ申請しました（2023年 1月 23日お

知らせ済み）。その後、経済産業省の料金制度専門会合での審議や、公聴会における国民の

皆さまからのご意見聴取等を経て、経済産業大臣から受領した申請原価の修正指示に基づ

き、経済産業大臣へ補正認可申請をさせていただきました（2023年5月 16日お知らせ済み）。 

 

本日、経済産業大臣より規制料金値上げの認可をいただきましたので、お知らせいたし

ます。本日の認可に基づき、規制料金については 2023年 6月 1日から、平均 15.90％の値

上げを実施させていただきます。また、低圧自由料金についても、2023年 7月 1日から規

制料金の認可を踏まえた見直しをさせていただきます（2023年 5月16日お知らせ済み）。 

 

東電 EP は、電気料金見直しに関する内容を記載したダイレクトメール等を、東電 EP と

ご契約中のお客さまへ 2023 年 6 月 8 日から順次発送させていただきます。また、本日よ

り、東電 EPホームページの専用サイトで、具体的な電気料金への影響額をご試算いただけ

ます。なお、お客さまお問い合わせ専用ダイヤルも設置しておりますので、ご不明点等ご

ざいましたらご連絡をお願いいたします。 

 

（東電 EP ホームページ） 

https://www.tepco.co.jp/ep/private/plan/teiatsu_minaoshi.html 

 

（東電 EP お問い合わせ専用ダイヤル） 

〇規制料金をご契約中のお客さま（従量電灯等）：0120-995-421 

〇低圧自由料金をご契約中のお客さま（スタンダードプラン等）：0120-995-723 

  ※受付時間：月曜日から土曜日 9時～17時（休祝日を除く） 

 

東京電力グループは、引き続き徹底した経営効率化に取り組み、電力を安定的にお届け

するとともに、省エネ機器の導入サポート等、お客さまのご負担軽減に向けた取り組みを

推進してまいります。また、今後も、事業や電気料金の仕組みなどを積極的に発信し、事

業者としての説明責任を果たしてまいります。 

以 上 

 

別紙 1：規制料金に係る認可等の概要について（抜粋版） 

別紙 2：電気料金単価表 

参考 1：規制料金に係る認可等の概要について（詳細版） 

参考 2：経営効率化への取り組みについて 
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（お知らせ） 
 

田上町・柏崎市における「東京電力コミュニケーションブース」の開設について 

 

2023年 6月 6日 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 

 

当社は、柏崎刈羽原子力発電所における一連の不適切事案を踏まえ、現在進めている取り

組みを一過性のものとせず、常に安全を追求するとの視点に立ち、「柏崎刈羽原子力発電所の

目指す姿」＊を策定し、原子力改革に取り組んでいます。 

 

また、「本社機能の一部移転」、「外部専門家の登用」、「核物質防護事案への対応」につい

て一つひとつ着実に進めるとともに、引き続き原子力改革を進めてまいります。 

 

これらの取り組みに対する進捗状況を地域の皆さまと直接お会いし、一人ひとりにご説明させ

ていただくとともに、ご意見を拝聴し、その声を原子力改革へ活かすため、以下の通り「東京電

力コミュニケーションブース」を開設いたします。 

 

＊柏崎刈羽原子力発電所の目指す姿 

（1）核物質防護事案の各改善措置項目の効果が十分に発揮できていること 

（2）安全対策工事の完遂と、主要設備の機能が十分に発揮できること 

（3）緊急時等の対応能力が十分であること 

（4）発電所で働く全ての人々が円滑にコミュニケーションを図っていること 

 

＜田上町＞ 

・期間：2023年 6月 17日（土）・6月 18日（日） 

・時間：9時 30分～16時 00分 

・場所：道の駅たがみ（南蒲原郡田上町大字原ヶ崎新田 3072番地1） 

 

＜柏崎市＞ 

・期間：2023年 6月 24日（土） 

・時間：10時 00分～16時 00分 

・場所：ハコニワ（柏崎市横山 440番地 1） 

 

7月、8月におきましても、新潟県内（上越・中越・下越エリア）にてコミュニケーションブー

スの開設を予定しており、詳細が決定次第、お知らせいたします。 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 渉外・広報部 報道グループ  025-283-7461（代表） 
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広報活動の取組み事項について

2023年6月7日

東京電力ホールディングス株式会社

新潟本社

■広報活動の取組み

いただいた声 ■発電所ではどんな人が働いているのか、日頃の業務がどんなものか気になる。

取組み事項

柏崎刈羽原子力発電所では、発電所を身近に感じていただくため、発電所の日々の
取り組みなどをお伝えするYouTube動画を制作して公開しておりますが、より深くご興味・
ご関心のある方にしっかりと情報をご覧いただけるよう、当社ホームページにこれまでに公開
された動画をまとめて掲載した特設Ｗｅｂサイト「ＫＫチャンネル！」を公開しました。

「ＫＫチャンネル！」はこちら

「KKチャンネル！」ではスペシャルコンテンツとして
新潟県出身のフリーアナウンサー中田エミリーさんに
ご出演いただき、発電所で働く人の想いをお伝えする
動画も配信中です。

東京電力HD 新潟本社 ホームページ
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《参考》 特設Ｗｅｂサイト 「ＫＫチャンネル!」

「KKチャンネル！」 動画掲載数 （6月5日現在）

☆レギュラーコンテンツ：４７本
（一例）○発電所の日常 ～防災安全（火災対応編）～

○発電所の一員として ～皆さまの声を活かすために～
○エコロンがゆく！ ～あいさつポスター制作の巻～

☆スペシャルコンテンツ：４本
（一例）○柏崎刈羽原子力発電所を取材 ～中田エミリーVlogに挑戦！～

○中田エミリーのKKラジオ 稲垣所長編 from 柏崎刈羽原子力発電所
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廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２３年５月２５日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合/事務局会議

1/8

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月22日に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内
※新型コロナウイルス感染拡大の影響及び、
作業の安全性と確実性を高めるため、2023
年度後半目途の着手へ工程を見直し

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、
溶接型タンクで保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、降雨時の汚
染水発生量の増加も抑制傾向となり、汚染水発生量は、対策前の約540m3/日（2014年5
月）から約90m3/日（2022年度）まで低減しています。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2025年内には100m3/日以下に抑制する
計画です。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等
原子炉施設の

解体等

汚染水対策 ～３つの取組～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取組
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取組

• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めております。
• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理
が完了しました。

• ダストの影響確認を行いながら、滞留水の水位低下を図り、2023年3月に各建屋における目標
水位に到達し、1～3号機原子炉建屋について、「2022～2024年度に、原子炉建屋滞留水を
2020年末の半分程度に低減」を達成しました。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢等について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取組

• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策を実施しました。現在、防潮堤設置の工事を進めてい
ます。また、豪雨対策として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路
強化等を計画的に実施していきます。

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1、3号機 2号機

燃料デブリの
取り出し

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理

溶接型タンク

屋根損傷部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水

陸
側
遮
水
壁

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン

(注1)事故により溶け落ちた燃料

多核種除去設備等処理水の処分について

ALPS処理水の海洋放出に当たっては、安全に関する基準等
を遵守し、人及び周辺環境、農林水産品の安全を確保してま
いります。また、風評影響を最大限抑制するべく、モニタリングの
さらなる強化や第三者による客観性・透明性の確保、IAEAに
よる安全性確認などに取り組むとともに、正確な情報を透明性
高く、継続的に発信してまいります。

※1 人及び環境への放射線の影響評価を含む
※2 少量の放出から慎重に開始

ALPS処理水の
取扱いに関する
小委員会

東京電力原子力
規制委員会

東京電力政府

（
処
分
開
始
の
約
１
年
前
～
）

海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
強
化

準
備
工
事
の
実
施

専
門
的
な
見
地
か
ら
の
検
討

政
府
へ
の
提
言
（
報
告
書
）

地
元
を
は
じ
め
と
し
た
幅
広
い

関
係
者
か
ら
ご
意
見
を
伺
う

基
本
的
な
方
針
の
決
定

具
体
的
な
取
扱
い
の
決
定※

1

原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る

認
可

実
施
計
画
の
変
更
認
可
申
請

処
分
開
始※

2

海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
継
続

2年程度

2021年4月13日に「廃炉・
汚染水・処理水対策関係
閣僚等会議」より決定

処理水対策

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出

がれき撤去 等
燃料取り出し
設備の設置

3、4号機

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

1、2号機

2022年
7月22日

2021年
12月21日

2022年
8月4日

＜中長期ロードマップにおけるマイルストーン＞

1



2号機 燃料取り出しに向けた工事の進捗について

1/2号機 SGTS配管切断作業の進捗

１号機 PCV内部調査における堆積物3Dマッピング調査結果

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月安定的に推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく、 総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取組の状況

2号機

注水

615体

前室

遮へい体
構
台
鉄
骨
組
立
中

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用
カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535*1
（2014/12/22燃料取り出し完了）

＊1：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む4号機3号機

注水

遮へい体

ドーム屋根
燃料取扱機
クレーン

FHMガーダ

566/566
（2021/2/28燃料取り出し完了）

取り出し完了燃料（体）

2/8

安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

使用済燃料
プール(SFP)

オペレーティングフロア
（オペフロ）

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料デブリ

ペデスタル

サプレッション
チェンバ（S/C）

仮
設
構
台
設
置
中

養生バッグ

海洋生物飼育試験に関する進捗状況ALPS処理水海洋放出時の測定・評価対象核種
の選定、体制変更について実施計画認可の受領

東京電力は、ALPS処理水希釈放出設備の運転・
保守管理等の組織体制、海洋放出前に放出基準を
満足していることを確認するための測定・評価対象核
種、測定・評価対象核種の見直しを踏まえた放射線
環境影響評価結果等を反映するため、2022年11月
に実施計画変更認可申請書を原子力規制委員会へ
申請し、2023年5月10日に認可を受領しました。
引き続き、安全を最優先に、ALPS処理水希釈放出
設備及び関連施設の設置工事を進めるとともに、国際
原子力機関（IAEA）のレビュー等に真摯に対応し、
客観性・透明性・信頼性を確保していきます。

＜SGTS配管切断の計画＞

1/2号機非常用ガス処理系(SGTS)配管
は、2022年5月に1箇所切断済みですが、
加えて1号機原子炉建屋カバー設置等に干
渉する箇所の撤去を計画しています。
配管サポートの切断装置の不具合対応が
完了し、発電所構内で模擬配管を用いた
切断確認作業を実施した上で、計画してい
る9箇所のうち1箇所目の配管切断作業を
2023年5月13日に完了しました。
引き続き、安全最優先で作業を進めてい
きます。

2023年3月4日から8日にかけて、1号機原子炉格納容器
（PCV）の底部に水中ロボットROV-Bを投入し、ペデスタル外
の堆積物3Dマッピング調査を実施しました。
今回の堆積物3Dマッピング調査結果と、2022年6月に実施
したROV-Cによる堆積物厚さの調査結果を比較したところ、
PCV底部からの堆積物の高さの結果について双方のデータに相
関性が確認されました。
また、ROV-Cによる堆積物厚さ測定では、一部堆積物の高さ
を評価しましたが、今回のROV-Bによる計34箇所の点群データ
の取得により、堆積物の高さの知見に関して、より広範囲かつ連
続したデータを得ることができました。今後、より詳細な堆積物に
係る調査について検討していきます。

建屋内では、オペフロ線量低
減のため除染作業を実施してお
り、4月28日より吸引除染作業
を開始しました。
建屋外では、構外の低線量エ
リアにて組み立てた鉄骨を構内
に搬入し、原子炉建屋南側に
おいて燃料取り出し用の構台の
鉄骨の組み立てを実施していま
す。5月25日時点で全45ある
鉄骨ユニットのうち19ユニットの
設置が完了しました。

海域モニタリングにおける指標について

周辺海域のモニタリングで、放出水が十分に拡
散していないような状況(トリチウム濃度の異常)
等が確認された場合、設備の運用として「放出
停止」を判断する際の指標を、「異常値」として
設定しました。放出口付近(発電所から3km以
内)のトリチウム濃度を700Bq/L、放出口付近
の外側(発電所正面の10km四方内)のトリチウ
ム濃度を30Bq/Lに設定しています。
また、指標(異常値)の1/2程度を超える値が
検出された場合には、速やかに、設備、運転状
況や操作手順に問題がないことを確認するととも
に、海水を再採取し、結果に応じて頻度を増やし
たモニタリングを実施します。

https://www.youtube.com/channel/UC
LEn8NHHX2WrMvn6ZYfAjJA

海洋生物飼育試験ライブカメラ

2023年5月に実施した1500Bq/L未満に希釈したALPS処理水で飼育したホ
ンダワラ及び2022年11月から実施した30Bq/L程度に希釈したALPS処理水で
飼育したヒラメのトリチウム濃度の測定結果が得られました。測定の結果、過去の知
見及びヒラメやアワビ（トリチウム濃度1500Bq/L未満）の測定結果と同様に、体
内中のトリチウム濃度が生育環境以上にならないこと、その後、通常の海水へ移し
た後に体内中のトリチウム濃度が下がることを確認しました。
また、ヒラメの有機結合型トリチウム(OBT)濃度については、過去の知見と同様に
概ね平衡状態に達しているものと推定していますが、引き続き確認していきます。

＜鉄骨ユニットの組立の様子(5月16日時点)＞

⑦
④

③

⑤

⑧

②

①

⑥

⑨

黄色点線：配管切断箇所

2022年5月23日
切断済

①2023年5月13日
切断済

鉄骨ユニット
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主な取組の配置図
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提供：日本スペースイメージング（株）2021.4.8撮影
Product(C)[2021] DigitalGlobe、 Inc.、 a Maxar company.
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海側遮水壁

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号

２
号

３
号

４
号サブドレン

敷地境界
増設雑固体廃棄物焼却設備

雑固体廃棄物焼却設備

高温焼却炉建屋

プロセス主建屋

地盤改良

海域モニタリングにおける指標について

タンク設置エリア

1/2号機 SGTS配管切断作業の進捗

ALPS処理水海洋放出時の測定・評価対象核種の選定、
体制変更について実施計画認可の受領

１号機PCV内部調査における堆積物3Dマッピング調査結果 2号機 燃料取り出しに向けた工事の進捗について

海洋生物飼育試験に関する進捗状況
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